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編集後記

まず、本号の作成にご協力いただいた方々に感謝申し上げます。執筆者のみなさん、査読者の

みなさん、本当にありがとうございました。また、今号も一般財団法人台湾協会から経費の一部

を補助していただきました。学会の財政が赤字を続ける中、大きな支えとなっています。心より

お礼申し上げます。

一方、刊行が遅れましたことお詫び申し上げます。会員総会でも報告しましたように、今号で

はわたしの本業のピークと今号を作成する作業のピークが重なってしまいました。それぞれのサ

イクルとも動かす余地が小さいため、抜本的な解決は難しいのですが、次号では何か工夫をする

ようにしたいと思います。

さて、今号の特徴は何といっても多数の書評を収録したことです。一面では予め投稿が少ない

ことが予想されていたため、それを補おうと準備していました。他面、いいチャンスだとも思い

ました。本誌はこれまでごく僅かの書評しか掲載していませんでした。重要な成果である研究書

に対して批評をおこなっていくことは、台湾研究の発展のために重要であることは論を待ちませ

ん。その役割を本誌はこれまで十分には果たしてこられなかったわけです。そこまでは手が回ら

なかったというのが正直なところでしょう。しかし、今号では投稿が少ない分、誌面にも編集委

員会の作業にも多少の余裕が生まれました。しかも、近年、若手・中堅研究者の単著が続々と刊

行され、取り上げるべき本が積み上がっていました。書評に取り組む絶好のタイミングだったの

かもしれません。

とはいえ、当然のことながら、初めての試みには困難がともないます。実際に書評の執筆を依

頼するに当たって、投稿論文を念頭に作られた執筆要領では抜け落ちている点が多々後から見つ

かりましたし、書評の書式についても新しく考えなくてはなりませんでした。執筆をお願いした

著者の方たちへの連絡が行き届かないこともままありました。やや不揃いなところがあるのは、

このような理由からです。ご迷惑をおかけした著者の方たちには改めてお詫び申し上げますとと

もに、それにもかかわらず、柔軟に対応してくださったことに感謝申し上げます。今回の経験を

踏まえ、書評を継続的に掲載する体制を整えたいと考えています。これを機に『日本台湾学会報』

において書評の掲載が定着し、台湾研究のさらなる発展を促していくことを期待しています。

次号から編集委員の一部が交代になります。今号で河原功さん、小笠原欣幸さん、門間理良さ

んが編集委員会を離れます。これまでお疲れ様でした。新しい委員会になりましても、会員のみ

なさんには『日本台湾学会報』を引き続きご支持、ご支援いただきたいと思います。何よりも積

極的な投稿を待ち望んでいます。 （編集委員長　佐藤幸人）
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